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  本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせて頂いた方、ＦＡＸ番号、メールア

ドレスを教え頂いた会社さんへお送りしてお

ります。不要の方はお手数ですがメール、Ｆ

ＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます。 

   
 

就業規則定期点検の勧め 

法改正や社会の価値観が変化するに伴い、会

社に求められる就業規則もそれに合わせて変化

させることが求められます。少なくとも年に一

回は就業規則を点検し、必要な修正を加えるこ

とをお勧めします。 
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AI と雇用

２０２２年秋のOpenAI 社のChatGPT 発表以

降、AI の利用が一気に身近なものになりました。

今後 3〜5 年で予想される AI の雇用への影響を経

営者の視点から考察してみます。 

 業務効率化による生産性向上・  

AI ツールの導入により、次のような定型業務の

自動化が可能になります。 

 請求書作成や経理処理 

 顧客対応（チャットボットの活用） 

 スケジュール管理 

限られた人員でより多くの業務をこなせるよう

になり生産性が向上します。同時に次のようなコ

スト削減が期待できます。 

 外注業務の内製化 

 人的ミスの減少 

 在庫管理の最適化 

 新規事業の展開・ 

AI の活用で、次のような新たなビジネスチャン

スが生まれる可能性があります： 

 データ分析に基づく顧客ニーズの発見 

 AI を活用した新サービスの開発 

 地域・業界に特化した解決策の提供 

小規模な会社ならではの機動力を活かし、これ

らの機会を素早く捉えることが重要です。 

 人材育成・ 

AI の導入に伴い、次のような社員のスキルアッ

プを図ることが不可欠です。 

 AI ツールの操作スキル 

 データ分析能力 

 AI と協働するためのコミュニケーション能

力 

経営者自身も含め、計画的な学習機会の提供が

求められます。 

 雇用形態の多様化・ 

AI の活用で、次のような雇用形態の変化が予想

されます。 

 リモートワークの増加 

 フリーランスの活用 

 兼業・副業人材の活用 

柔軟な雇用形態を取り入れることで、小規模な

会社でも優秀な人材を確保しやすくなります。 

 人にしかできない業務への注力・ 

AI が定型業務を担うことで、人は次のような創

造的な業務に集中できるようになります。 

 顧客との深い関係構築 

 商品・サービスの企画開発 

 地域社会との連携強化 

小規模の会社の強みである「人間味」を活かし

た経営がより重要になるでしょう。人と人の「共

感」を築けるのは「人間味」だけです。 

・まとめ・ 

AI の進展は、小規模な会社にとっても大きなチ

ャンスです。効率化によるコスト削減、新規事業

の展開、柔軟な人材活用など様々な可能性が広が

ります。 

AI を「脅威」ではなく「味方」として捉え、積

極的に活用していく姿勢が求められます。自社の

強みを活かしつつ、AI との共存を図ることで小規

模な会社ならではの競争力を築くことができるで

しょう。変化の波に乗り遅れないように、出来る

ところから準備を始めることが未来の成功への第

一歩となります。 
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